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＜機能追加＞

・邸ファイル内のマスタ／設定を差し替える機能

邸ファイル内の各種マスタ／設定を、初期マスタで上書きすることが出来ます。

邸ファイルを雛形として使う場合など、既存の邸ファイル内のマスタを更新する際に便利です。

マスタ編集画面の右下にある「初期マスタをロード」ボタンを押すことで、邸データ内のマスタを

初期マスタにて更新します。

更新の際は確認のメッセージが表示されます。

対応しているマスタ／設定は次の通りです。

例）寸法型式マスタ

寸法型式・材料の初期値設定

寸法型式マスタ

I型ジョイスト寸法形式マスタ
材料マスタ

選定順マスタ

荷重設定
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図枠フリーワード指定

基礎鉄筋／コンクリート設定

設計条件



・マスタのレコードコピー機能

  複写したいレコードを選択し「複写」ボタンを押してください。

  内容をコピーしたレコードが作成されます。

  マスタ更新の際（「OK」ボタンを押してマスタ画面を閉じる際）に名称の重複チェックも行います。

対応しているマスタ・設定は次の通りです。

・邸ファイル内のマスタと入力データの不整合をチェックする機能

  マスタの差替え対応により生じるデータの不整合をチェックします。

寸法型式マスタ：部材チェック、全計算時に行います。

I型ジョイスト寸法形式マスタ：部材チェック、全計算時に行います。
材料マスタ：部材チェック、全計算時に行います。

チェックの結果として、部材材名、部材番号、座標位置など表示されます。

「複写」ボタンを押した際、選択しているデータがコピーされます。

名称は「＊＊＊のコピー」になりますので変更して下さい。

寸法型式マスタ

I型ジョイスト寸法形式マスタ
材料マスタ

金物マスタ

例）寸法型式マスタ



金物マスタ：マスタ編集時、邸ファイル読込み時に行います。

  チェック結果として、金物名称、座標位置など表示されます

・耐力壁の倍率チェック機能

5倍以上の耐力壁チェックし、表裏の合計が 5倍以上の場合は合計倍率を 5倍に変更します。
今までは、表裏の値を、5倍になる様に登録する必要がありましたが、表裏の倍率はそのままで
合計の倍率を自動で変更します。

耐力壁マスタの編集時にチェックして自動変更します。



「プロパティ」

「壁量計算書の表記」

   邸データ読込み時に、邸データ内の耐力壁マスタをチェックします。 

   また、初期マスタ読込みの際もチェックします。

邸データ読込み時に、入力済みの耐力壁データもチェックします。



・寸法線の自動生成機能

壁線から外周寸法線を生成します。

  編集中のレイヤの寸法線として生成されます。フロア、レイヤごとの操作が必要です。



・たて枠の再割付機能

  接合部引抜き力計算とたて枠検討用のたて枠データの再生成に対応しました。

  一旦、全てのたて枠を削除して、壁線とグリッド（芯、ピッチ）の交点に再生成します。

通常、たて枠は壁線入力時に、壁線とグリッド（芯、ピッチ）の交点に生成され、間崩れの

たて枠については、部材チェックモード遷移の際に、壁線と床ばり等の交点に生成されます。

・支持点のない荷重の×表示に荷重の数値表示を追加しました。

×表示マウスを合せ、右クリック「この位置にかかる荷重一覧」で表示される数値とつき合せれば

内容が確認できます。

たるきの荷重が内壁に流れて、内壁の直下に

床（根太）が無い為に支持点が無い荷重と

なっている。

例



・部材チェック時の基礎表示を改善しました。

  基礎用荷重表示、１F床、１F壁などが確認し易いような表示に改善しました。



・床根太区画、天井根太区画、屋根面オブジェクト選択表示改善

  デフォルト型式、材料の区画で情報表示が省略されている場合でも

選択した場合に型式、材料、システム係数など各種情報を表示します。



・システム係数（Ks）の表示対応
床根太区画、天井根太区画、屋根面オブジェクトのシステム係数（Ks）が 1.0以外のとき

  システム係数を画面表示します。

・床束間隔の表示対応

１F床根太区画の床束間隔が指定されている場合、画面に表示します



・特殊荷重の表示改善

特殊荷重に引き出し線を自動表示する機能を追加しました。

テキスト表示位置を変更した場合に、引き出し線を自動表示する機能です。

   線荷重、点荷重にも対応しています。特殊荷重が入り組んだ場合も、分かりやすく表現できます。

   印刷時のハッチング表示は他のものが見づらくなるので範囲表示変更しました。

   テキストのサイズも見直しました。



・反曲点高比の表示対応

反曲点高比が 1の場合画面表示するようにしました。

・接合部引抜力の表示単位を画面上で確認できる様にしました。

  接合部引抜力計算の設定で設定されている表示単位に従って、画面上の引抜き力の表示 ON／OFF 
ボタンに表示している数値の単位を表示します。



  接合部倍率の場合

  引抜き力ｋNの場合

・引抜力計算で表示されるメッセージが分かりづらかったので、メッセージを修正しました。

  金物リセットのメッセージ

  横架材がありませんメッセージ



・天井区画に床の積載荷重を適用した場合、天井根太のクリープたわみチェックを追加しました。

・余裕率と検定比の取り扱い改善

  横架材計算書の検定比の扱いを見直しました

＜従来＞

帳票（計算） 判定 表記

横架材計算書 曲げ 余裕率を考慮した検定比 検定比 1.0 
（部材チェック） せん断 余裕率を考慮した検定比 検定比 1.0 

たわみ 検定比 1.0 検定比 1.0 
横架材の一覧 検定比 1.0 検定比 ナシ

たて枠計算書 検定比 1.0 検定比 1.0 

＜改善後＞

帳票（計算） 判定 表記

横架材計算書 曲げ 余裕率を考慮した検定比 余裕率を考慮した検定比

（部材チェック） せん断 余裕率を考慮した検定比 余裕率を考慮した検定比

たわみ 余裕率を考慮した検定比 余裕率を考慮した検定比

横架材の一覧 余裕率を考慮した検定比 余裕率を考慮した検定比

たて枠計算書 余裕率を考慮した検定比 余裕率を考慮した検定比

※「全計算実行」、「一括印刷」では、従来どおり余裕率に関わらず、自動的に余裕率 1.0、
検定比 1.0で判定されます。

 従来「全計算実行」、「一括印刷」を行うと、「部材チェック」の余裕率が 1.0にリセット
されていましたが保持する様に改善しました。



横架材計算書の検定比の表記は従来 1.0固定でしたが、余裕率に連動して表記します。
  “たわみ”の判定は余裕率に関わらず、検定比 1.0で判定していましたが、余裕率を考慮するように

改善しました。

   “たて枠の検討”も余裕率に関わらず、検定比 1.0で判定していましたが、余裕率を
考慮するように改善しました。

“横架材の一覧”も余裕率に関わらず、検定比 1.0で判定していましたが、余裕率を
考慮するように改善しました。検定比の表記も追加しました。



・「横架材・たて枠・まぐさ受けのチェック」コマンド追加

 全計算で行う横架材・たて枠・まぐさ受けのチェックが可能です。「部材チェック」で設定している

余裕率も反映されます。



・壁線に準じた“たて枠”変更に対応

壁線の寸法形式、材料（樹種）を変更した場合、壁線上のたて枠とまぐさ受けの寸法形式と材料も

更新する様に改善しました。補強指示した部分はリセットされます。

＜不具合改善＞

・短期のチェックで、たわみがエラーではないのに、たわみ表示欄の文字が赤色表示される不具合改善。

・開口の端部がピッチ上にない場合で、支持点のない荷重の×表示が出てしまう不具合改善。

（ver1.1.8 →ver1.1.9の不具合）
 ※通常はピッチ上に無い開口端部は隣接する床根太に荷重分配します。隣接するのが床梁の場合に

は荷重分配されませんので、×表示になります。

・壁端部がピッチ上にない場合で、端部荷重の端数計算に不具合がありました。

（ver1.1.8 →ver1.1.9の不具合）
・天井梁、床梁の直下が耐力壁・支持壁の場合、梁の自重の端部端数が、支持点のない荷重となり×表示

が出てしまう不具合改善。。

・床梁の直下が耐力壁・支持壁の場合、床の積載荷重が梁と壁（まぐさ）それぞれに重複してかかってい

た不具合改善。

・けらば部分のたる木が重複して発生し、片方がエラー（赤色）表示されるが、重なっている為選択

できずエラーが回避できない不具合改善。

・引抜力チェックのあと画面表示が更新されない不具合改善。

・見付面を自動生成する際の壁高さが初期条件の階高さと手摺壁の値を参照していましたが入力されて

いる壁の高さを反映する様に改善しました。

・閉じるボタンでデータの保存が確認されない不具合改善。

・A4縦の計算帳票のヘッダー文字サイズを調整しました。
・I型ジョイスト寸法型式マスタを更新して、「初期マスタにも反映」をしても初期マスタが更新され
ない不具合改善。


